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論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　尿毒症患者における筋肉エネルギー代謝異常を検討

するため31P・NMRスペクトロスコピーを用いて，非

侵襲的かつ経時的に運動負荷時の筋肉内高エネルギー

燐酸化合物濃度，及び細胞内pHの変動を測定し評価

検討を試みた．

　対象・方法

　対象は健常者6名，保存期尿毒症患者（CRF）7名，

安定期血液透析患者（HD）8名である．

　Magnetom装着全身用マグネット（西ドイツシーメ

ンス社製，1．5テスラ）を用い，表面コイル法にて大腿

二頭筋より31P－NMRスペクトラムを安静時・好気的

運動負荷時及び虚血下運動負荷時・回復時に連続記録

した．得られたスペクトラムよりアデノシン三燐酸

（ATP），クレアチン燐酸（PCr），無機燐酸（Pi）を積

算し，PCrとPiのケミカルシフト差より筋細胞内pH

を算定し，それらの経時的変化を観察した．

　成績・考察

　1．安静時には尿毒症患者は健常者に比べ，筋肉内

ATP・PCrの低値，　Piの高値を示したが，筋細胞内pH

に差異は認めなかった．

　2．好気的運動負荷時には尿毒症患者は健常者に比

べ，運動中の急速な筋肉内pHの低下，　PCr利用の増

加，及び運動後のpH回復，　PCr再合成の遅延を呈し，

筋肉内好気三燐酸化の障害を認めた．しかしATPは

有意な変動を示さなかった．

　3．虚血下での運動負荷時では尿毒症患者は健常者

に比べ，運動中の緩徐なpHの低下，著しいPCr利用

の増加，ATPの低下，及び運動後のpHの進行性低下，

PCrとATPの再合成遅延を呈し，運動中の嫌気性解

糖の障害及び血流再開後の好気三燐酸化障害を推定さ

せた．

　結論

　尿毒症患者では筋肉内好気的燐酸化及び嫌気性解糖

の障害が存在し，運動野の筋肉エネルギー産生は嫌気

性解糖に依存することが示唆される．
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論　文　審　査　の　要　旨

　本研究は，NMRスペクトロスコピーを用いて非侵襲的に尿毒症，透析患者の筋肉ATP，クレアチニン燐数，

無機燐数を測定し，それらの代謝異常を研究したもので，学術的価値の高い論文である．
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